
 
 

令和５年６月 23 日 

国土交通省関東地方整備局 

道路部 

 

神奈川県相模原市内の踏切道に視覚障害者用誘導表示を設置しました 

～踏切道内に設置した視覚障害者用誘導表示を体験していただきます～ 

 

 神奈川県相模原市内の国道１６号上の踏切道において、視覚に障害のある方が安全に歩行

できるように、視覚障害者用誘導表示を試行的に設置しました。このたび、当該箇所にて視

覚障害者の方等をお招きし、体験をしていただきますのでお知らせいたします。 

 

昨年４月、奈良県内において視覚に障害のある方が踏切道内で列車に接触してお亡くなりに

なる痛ましい事故が発生しました。 

関東地方整備局では、上記事故および「道路の移動等円滑化に関するガイドライン」の改定※

を受け、相武国道事務所管内において特定道路（注１）に指定されている国道１６号上の久保沢第

一（くぼさわだいいち）踏切（ＪＲ東日本）にて、視覚に障害のある方が安全に歩行できるよう

に凹凸のある誘導表示を試行的に設置しました。 

このたび、相模原市視覚障害者協会、神奈川県ライトセンターのご協力を頂き、視覚障害者の

方、並びに歩行訓練士の方をお招きし、踏切道内に設置した誘導表示を体験して頂きます。 

体験して頂く日時等は下記のとおりです。 

 

１．日時：令和５年６月 28 日(水) 14 時 00 分頃～14 時 30 分頃（予備日：6 月 29 日（木）） 

２．場所：神奈川県相模原市緑区橋本 ＪＲ横浜線 久保沢第一（くぼさわだいいち）踏切 

  ･体験時の取材を行われる場合には、別紙２に記載のとおりメールにて事前申し込みを 

お願いします。雨天等で順延する場合は個別にご連絡致します。 

 

※改訂内容の詳細については「道路の移動等円滑化に関するガイドライン」でご検索ください。 

 

＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、神奈川県政記者クラブ、相模原記者クラブ 

＜問い合わせ先＞ 

国土交通省 関東地方整備局 道路部 

電話：０４８－６０１－３１５１（代表） FAX：０４８－６００－１３８８ 

交通対策課 課長補佐  萩野谷 幸男（はぎのや ゆきお）  （内線：４５１２） 

専門調査官 緑川 雄大（みどりかわ たけひろ） （内線：４５２６） 
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（注１）特定道路とは、市町村が作成するバリアフリー基本構想に位置付けられた生活関連経路を構成する道路法による道路等で、
多数の高齢者、障害者等の移動が通常徒歩で行われる道路（国土交通大臣が指定）

■体験会実施場所 相模原市緑区橋本 ＪＲ横浜線 久保沢第一踏切

至：横浜

至：八王子

実施場所
久保沢第一踏切

■現地状況写真 ※横浜側（南側）より八王子方向（北側）を望む

施工前 施工後

※この地図は、国土地理院の地理院地図の加筆したものである。

別紙１

【凡 例】

くぼさわ だいいち

：国道16号における特定道路（注１）部分

くぼさわ だいいち
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別紙２

国土交通省 関東地方整備局 道路部 交通対策課 宛

申込先（E-mail）：ktr-koutsuuanzen@mlit.go.jp

取 材 申 込

メールに以下をご記入のうえ、６月２６日（月）１７：００までにお申し込み下さい。

貴社名

連絡先

TEL：

FAX：

E-mail：

取材者
（代表者）
氏名

取材者人数 人

連絡事項等

〈留意事項〉
 取材にあたっては、主催者の指示に従うとともに、体験される方および一般の方の
通行の妨げにならないようご協力をお願いします。

 駐車場は準備しておりません。
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【参考資料】久保沢第一踏切 視覚障害者用誘導表示 設置形状イメージ

【歩道部 点状ブロック】
歩道形状に合わせて千鳥に配
置せずに２列を平行にし、線
状との接続部が直角になるよ
う設置。

【踏切部 線状ブロック】
突起が線状のため進行方向
が分かりやすく、２本とす
ることで歩道部と幅が異な
り、踏切道内にいることが
把握できる。

※今回の試験施工では、相模原市視覚障害者協会の皆様ならびに歩行訓練士の方から事前に頂いた意見を踏まえ、
設置形状等を決定しています。
【頂いた意見の概要は以下のとおりです】
■踏切道内で方向を見失わないよう、線状ブロックが望ましい。
■踏切道の中と外にいることが分かるよう、歩道部における４本ではなく、２本の線状ブロックとしてはどうか。
■線状ブロックは２本でも白杖にて十分把握できる。（←室内にて体験して頂きました）
→歩道部における通常の線状ブロック（４本）を、踏切道内は半分（２本）の形状として試験施工

■歩道部の点状ブロックと、踏切道内の線状ブロックは、進行方向に対して必ず直角になるよう配置してほしい。
■歩道部の巻き込み等の形状に合わせて点状ブロックを千鳥に設置しないでほしい。
→踏切道部手前の歩道部の点状ブロックは、２列を平行とし、線状ブロックと直角になるよう配置
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